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日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済

研
究
所
は
こ
の
ほ
ど
、『
Ｂ

Ｐ
統
計
に
見
る
２
０
１
５

年
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
勢
』
を
ま
と
め
た
。
国

際
石
油
メ
ジ
ャ
ー
Ｂ
Ｐ
が

先
ご
ろ
発
表
し
た
「
Ｂ
Ｐ

統
計
」
か
ら
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
情
勢
を
振
り
返
っ

た
。

　

15
年
の
世
界
の
１
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
前
年

比
１
％
増
の
１
３
１
・
５

億
㌧
（
石
油
換
算
）
に
と

ど
ま
っ
た
。
伸
び
率
は
14

年
の
１
・
１
％
増
を
さ
ら

に
下
回
り
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
世
界

経
済
が
景
気
後
退
に
見
舞

わ
れ
た
結
果
、
１
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
が
１
・
５
％

減
に
縮
小
し
た
09
年
を
除

き
、
２
０
０
０
年
以
降
で

は
最
低
の
伸
び
率
と
な
っ

た
。
日
本
を
含
む
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
の
需
要
は
０
・
１

％
増
（
14
年
は
０
・
７
％

減
）
と
わ
ず
か
な
が
ら
プ

ラ
ス
に
転
じ
た
が
、
非
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
需
要
が
１
・
６

％
増
（
２
・
６
％
増
）
に

縮
小
し
た
こ
と
が
響
い

た
。
「
い
ま
や
世
界
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
58
％
を
占

め
る
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
需
要

増
が
鈍
化
・
減
速
し
た
こ

と
が
、
供
給
拡
大
と
も
相

ま
っ
て
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
緩
和
の
基
礎
要
因

に
な
っ
た
」
と
し
た
。

　

ま
た
「
15
年
は
世
界
最

大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
国

で
あ
る
中
国
需
要
の
伸
び

の
鈍
化
が
さ
ら
に
明
確
に

な
っ
た
年
だ
っ
た
」
と
指

摘
。
中
国
の
１
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
は
30
・
１
億
㌧

（
石
油
換
算
）
と
世
界
の

23
％
を
占
め
る
が
、
増
加

率
は
４
年
連
続
で
前
年
を

下
回
り
、
15
年
は
１
・
５

％
に
と
ど
ま
り
、
２
０
０

０
年
以
降
で
は
最
低
の
伸

び
率
だ
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
別
の
増
加
率
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

21
％
増
、
原
子
力
が
29
％

増
と
大
幅
に
増
え
た
の
に

対
し
、
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ェ
ア
の
64
％
を
占
め
る

石
炭
の
需
要
が
１
・
５
％

減
と
低
下
し
た
。

　

供
給
サ
イ
ド
で
は
、「
米

国
に
お
け
る
石
油
お
よ
び

ガ
ス
の
大
幅
増
産
が
続
い

た
年
と
な
っ
た
」と
強
調
。

米
国
の
石
油
生
産
は
日
量

１
２
７
０
万
バレル  
で
、
前
年

比
98
万
バレル  
（
増
加
率
８
・

９
％
）
の
増
産
を
記
録
し

た
。
米
国
の
石
油
生
産
は

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
１
２

０
１
万
バレル  
を
上
回
り
、
２

年
連
続
で
世
界
最
大
。
70

年
に
記
録
し
た
ピ
ー
ク
の

１
１
３
０
万
バレル  
を
超
え
、

２
年
連
続
で
過
去
最
高
水

準
を
更
新
し
た
。「
14
年
の

増
産（
１
６
６
万
バレル  
増
）よ

り
は
縮
小
し
た
が
15
年
も

増
産
が
続
き
、
イ
ラ
ク
お

よ
び
サ
ウ
ジ
の
増
産
（
各

75
万
バレル  
増
、
51
万
バレル  
増
）

と
相
ま
っ
て
世
界
の
供
給

拡
大
を
支
え
、
需
給
緩
和

と
低
油
価
を
も
た
ら
す
主

要
因
と
な
っ
た
」と
し
た
。

　

石
油
連
盟
（
木
村
康
会

長
）
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
警
察
や
消
防
、
病
院
、

避
難
所
な
ど
に
対
し
、
非
常
用
発
電
機
や
緊
急
車
両

用
な
ど
の
燃
料
備
蓄
の
必

　

全
石
連
の
森
洋
会
長
と

河
本
博
隆
副
会
長
・
専
務

理
事
は
22
日
、
６
日
、
11

日
に
続
き
元
売
歴
訪
を
行

い
、
６
月
16
日
の
通
常
総

会
（
神
戸
市
開
催
）
で
発

足
し
た
全
石
連
の
新
た
な

執
行
部
体
制
や
今
後
の
組

織
活
動
方
針
な
ど
を
説
明

し
、
協
力
・
支
援
を
要
請

し
た
。
こ
の
中
で
森
会
長

は
、
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
で
改
め
て
証
明
さ

れ
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
〝
最
後
の
砦
〞
と
し
て

石
油
製
品
の
安
定
供
給
基

盤
を
支
え
る
Ｓ
Ｓ
の
重
要

性
を
訴
え
、
こ
れ
以
上
Ｓ

Ｓ
を
減
ら
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
Ｓ
Ｓ
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
維
持
・
強
化
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

　

22
日（
訪
問
順
）は
昭
和

シ
ェ
ル
石
油
の
亀
岡
剛
社

長
、
小
林
正
幸
執
行
役
員

・
石
油
事
業
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
森

下
健
一
常
務
執
行
役
員
、

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
杉
森

務
社
長
、
花
谷
清
常
務
執

行
役
員
と
面
談
し
た
。

　

森
会
長
は
「
全
国
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
を
こ

れ
以
上
減
ら
し
て
は
な
ら

な
い
。
災
害
時
の
燃
料
供

給
を
含
め
た
石
油
製
品
の

安
定
供
給
に
も
支
障
が
出

て
き
て
し
ま
う
」
と
、
需

要
減
や
過
当
競
争
の
激
化

な
ど
に
よ
る
急
速
な
経
営

環
境
の
悪
化
に
よ
る
Ｓ
Ｓ

の
減
少
に
危
機
感
を
訴
え

た
。
ま
た
、
「
こ
の
Ｓ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
て

い
る
の
は
、
Ｓ
Ｓ
事
業
者

の
７
割
を
占
め
る
小
規
模

事
業
者
・
販
売
店
の
方
々

で
あ
る
。
こ
の
小
規
模
事

業
者
・
販
売
店
の
方
々
の

経
営
改
善
、
生
き
残
り
に

焦
点
を
当
て
た
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
」と
述
べ
、

事
業
承
継
や
後
継
者
問
題

な
ど
を
抱
え
、
１
事
業
者

と
し
て
の
生
き
残
り
が
難

し
い
場
合
、
協
業
化
・
共

同
化
な
ど
も
視
野
に
入
れ

た
経
営
改
善
策
の
検
討
や

新
た
な
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
研
究
、
人
材
確
保

・
育
成
策
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
今
後
い
つ
ど
こ

で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
大
地
震
な
ど
災
害
対
策

と
し
て
、
「
自
治
体
な
ど

と
災
害
時
の
協
定
を
締
結

し
て
い
る
石
油
組
合
の
組

合
員
Ｓ
Ｓ
に
対
し
て
、
10

分
の
10
で
自
家
発
電
機
の

設
置
を
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
に
要
望
し
て
い
る
」
と

述
べ
、
元
売
各
社
の
後
押

し
を
求
め
た
。

　

Ｓ
Ｓ
の
存
続
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
喫
緊
の
課

題
と
し
て
、
河
本
副
会
長

・
専
務
理
事
が
Ｓ
Ｓ
か
ら

排
出
さ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
ベ

ー
パ
ー
な
ど
の
揮
発
性
有

機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
排

出
抑
制
対
策
に
つ
い
て
、

環
境
省
の
審
議
会
に
お
い

て
、
Ｓ
Ｓ
側
に
対
策
を
求

め
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
現
状
を
報
告
。
森
会
長

は
「
車
側
で
対
応
す
れ
ば

１
台
１
万
円
。
Ｓ
Ｓ
側
で

対
応
す
れ
ば
１
Ｓ
Ｓ
１
千

万
円
に
も
上
る
。
Ｓ
Ｓ
に

対
応
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
多

く
の
石
油
販
売
業
者
が
Ｓ

Ｓ
を
や
め
ざ
る
を
得
な
く

な
る
」
と
危
険
性
を
示
唆

し
た
。

　

昭
シ
ェ
ル
の
亀
岡
社
長

は
、
「
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
Ｓ
Ｓ
を
新
設
し

た
。
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
地
域
に
方
々
に
大
変

喜
ば
れ
た
」
と
、
Ｓ
Ｓ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
の
杉
森
社
長

は
、
「
Ｓ
Ｓ
の
数
が
こ
れ

以
上
減
っ
て
い
く
の
は
ま

ず
い
。
（
安
定
供
給
の
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
維
持
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

元
売
の
統
合
に
よ
っ
て
数

そ
の
も
の
を
減
ら
し
て
い

く
時
代
で
は
な
い
」
と
述

べ
た
。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

７
月
の
原
油
処
理
計
画
を

見
直
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、

同
月
の
国
内
需
要
向
け
の

原
油
処
理
量
お
よ
び
製
品

に
対
応
し
た
安
定
供
給
確

保
の
観
点
か
ら
、
処
理
計

画
の
見
直
し
が
必
要
と
判

断
し
た
も
の
。

　

当
初
、
原
油
処
理
量
計

画
は
前
年
同
月
比
１
％
減

の
４
２
２
万
㌔
㍑
と
し
て

い
た
が
、
５
％
減
の
４
０

６
万
㌔
㍑
に
変
更
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

一
方
、
製
品
輸
出
も
中

間
留
分
な
ど
を
中
心
と
し

て
、
１
１
０
万
㌔
㍑
を
予

定
し
て
い
た
が
、
87
万
㌔

㍑
に
下
方
修
正
す
る
な
ど

し
て
、
国
内
供
給
の
確
保

を
優
先
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
22
日
、
第
12
回
・
13

回
・
14
回
無
担
保
社
債
の

発
行
を
決
め
た
と
発
表
し

た
。
社
債
の
総
額
は
各
１

０
０
億
円
。

要
性
を
訴
え
て
き
た
。
一

方
で
こ
れ
ら
の
備
蓄
燃
料

が
長
期
間
保
存
さ
れ
た
場

合
、
酸
化
が
進
む
な
ど
し

て
燃
焼
不
良
な
ど
の
不
具

合
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
石
油
連

盟
は
こ
の
ほ
ど
、
備
蓄
を

し
て
い
る
重
要
家
に
向
け

て
全
石
連
（
森
洋
会
長
）

の
各
県
組
合
員
事
業
者
を

通
し
て
チ
ラ
シ
（
写
真
）

を
配
布
し
、
注
意
事
項
を

周
知
を
す
る
よ
う
要
請
。

周
知
チ
ラ
シ
は
今
週
以

降
、
組
合
事
務
局
に
必
要

数
が
送
付
さ
れ
る
予
定
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は

首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
の
激
甚
災

害
の
発
生
に
備
え
、
災
害

時
の
石
油
供
給
体
制
の
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
非
常

用
発
電
機
や
緊
急
車
両
な

ど
へ
の
燃
料
備
蓄
の
強
化

を
進
め
て
い
る
。
需
要
家

に
対
し
て
は
全
石
連
、
石

油
連
盟
と
も
に
災
害
に
備

え
た
燃
料
備
蓄
の
必
要
性

を
広
く
訴
え
て
き
て
お

り
、
本
年
４
月
の
熊
本
地

震
で
も
そ
の
教
訓
が
一
部

生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

需
要
家
側
に
燃
料
備
蓄

の
理
解
が
広
ま
る
一
方

で
、
自
家
発
電
用
の
軽
油

や
灯
油
、
Ａ
重
油
な
ど
を

長
期
保
存
す
る
ケ
ー
ス
も

出
て
き
て
お
り
、
エ
ネ
庁

は
こ
の
７
月
に
作
成
し
た

「
災
害
時
燃
料
供
給
の
円

滑
化
の
た
め
の
手
引
き
」

の
中
で
、
備
蓄
燃
料
の
定

期
点
検
や
燃
料
入
替
え
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
周

知
。
地
方
経
産
局
で
も
自

治
体
担
当
者
や
石
油
組
合

な
ど
を
対
象
に
し
た
説
明

会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
回
、
精
販
が
連
携
し

て
周
知
に
努
め
る
。
石
油

連
盟
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ

13
万
枚
を
備
蓄
燃
料
を
所

有
す
る
需
要
家
に
配
布
す

る
も
の
で
、
こ
の
チ
ラ
シ

は
各
県
の
石
油
組
合
を
通

じ
て
組
合
員
事
業
者
に
届

け
、
組
合
員
事
業
者
は
燃

料
販
売
の
際
に
需
要
家
に

配
布
す
る
と
と
も
に
、
注

意
事
項
な
ど
の
説
明
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
シ
ェ
ル
石
油
は
27

日
か
ら
の
仕
切
り
を
通

知
。
特
約
店
筋
に
よ
る
と

前
週
比
ガ
ソ
リ
ン
、灯
・
軽

油
、Ａ
重
油
は
１
円
上
げ
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

Ｅ
Ｍ
Ｇ
は
26
日
か
ら
の

仕
切
り
を
通
知
。
代
理
店

・
特
約
店
に
よ
る
と
前
週

比
で
ガ
ソ
リ
ン
は
１
円
上

げ
。
軽
油
は
据
え
置
き
。

　

財
務
省
が
25
日
発
表
し

た
６
月
原
油
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格

は
、
㌦
建
て
が
前
月
比
４

・
71
㌦
高
の
バレル  
45
・
31
㌦

と
４
ヵ
月
連
続
で
前
月
を

上
回
っ
た
。
国
際
原
油
先

物
市
場
の
じ
り
高
傾
向
を

反
映
し
た
。

　

円
建
て
は
、
原
油
価
格

が
上
昇
し
た
も
の
の
、
為

替
が
㌦
１
０
８
・
48
円
と

前
月
比
円
高
で
推
移
し
た

た
め
、
値
上
が
り
幅
は
や

や
圧
縮
さ
れ
、
３
０
８
９

円
高
の
㌔
㍑
３
万
９
１
９

円
と
な
っ
た
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が

先
ご
ろ
発
表
し
た
２
０
１

６
年
上
期
（
１
〜
６
月
）

の
Ｓ
Ｓ
倒
産
件
数
は
17

件
、
負
債
総
額
は
25
億
３

４
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

前
年
同
期
に
比
べ
、
件
数

は
２
件
増
加

す
る
一
方
、

負
債
総
額
は

５
億
１
８
０

０
万
円
減
少

す
る
な
ど
、

中
小
販
売
業

者
の
倒
産
が

増
え
て
い
る

様
子
が
う
か

が
え
る
。

　

人
口
減
や
Ｈ
Ｖ
・
軽
自

動
車
な
ど
低
燃
費
車
の
普

及
に
加
え
、
燃
料
転
換
の

進
行
な
ど
に
よ
る
影
響

で
、
石
油
製
品
需
要
の
漸

減
傾
向
が
続
い
て
い
る
ほ

か
、
需
要
減
を
背
景
と
し

た
シ
ェ
ア
争
い
や
過
当
競

争
の
激
化
で
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
の
マ
ー
ジ
ン
低
下
も
常

態
化
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｓ
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
が
深

刻
化
し
て
い
る
。

　

一
方
、
６
月
の
件
数
は

３
件
、
負
債
総
額
は
５
億

５
千
万
円
だ
っ
た
。

輸
出
の
両
計
画
を
い
ず
れ

も
下
方
修
正
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

複
数
製
油
所
に
お
い

て
、
２
次
装
置
の
故
障
な

ど
、
設
備
の
不
具
合
が
発

生
し
た
た
め
、
国
内
需
要

ＳＳの現状で意見交換する㊨から昭シェルの亀岡
氏、小林氏、森下氏、全石連の河本氏、森氏

業界の課題で意見交換する㊧からＪＸの花谷氏、
杉森氏、全石連の森氏、河本氏

無
担
保
社
債
の

発
行
を
決
め
る

６
月
原
油
Ｃ
Ｉ
Ｆ

3.1
円
高
の
31
円
弱

Ｊ
Ｘ
Ｈ
Ｄ帝国ＤＢ

Ｊ　Ｘ

16
年
上
期
倒
産
17
件

経
営
悪
化
で
中
小
撤
退
が
増
え
る

７
月
原
油
処
理
下
方
修
正

昭　

シ

Ｅ
Ｍ
Ｇ

Ｇ
卸
１
円
値
上
げ

５
％
減
の
406
万
㌔
㍑
に
落
と
す

備
蓄
燃
料

長
期
保
存

注
意
喚
起

石
連
が
組
合
に
チ
ラ
シ
配
布
要
請

全石連

森
会
長
、元
売
歴
訪
第
３
弾

精販一体でＳＳ供給網を維持

エネ研

需
給
緩
和
・
低
油
価
の
要
因
提
示

15
年
Ｂ
Ｐ
統
計
分
析

　

大
規
模
災
害
時
に
重
要
な
役
割
を

担
う
病
院
や
災
害
対
策
本
部
と
な
る

官
公
庁
舎
な
ど
で
は
、
電
気
・
ガ
ス

な
ど
の
系
統
エ
ネ
ル
ギ
ー
途
絶
に
備

え
て
非
常
用
発
電
機
を
稼
働
さ
せ
る

た
め
の
燃
料
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
う
し
た
場
合
、
地
元

の
石
油
組
合
な
ど
と
の

間
で
災
害
時
協
定
を
締

結
し
て
い
れ
ば
、
地
場

の
組
合
員
事
業
者
は
極

力
、
速
や
か
な
供
給
に

努
め
る
の
だ
が
、
災
害

の
規
模
次
第
で
は
間
に

合
わ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
重
要
施
設
で

は
日
ご
ろ
か
ら
の
自
衛
的
燃
料
備
蓄

が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
今
年
６

月
、
「
災
害
時
燃
料
供
給
の
円
滑
化

の
た
め
の
手
引
き
」
を
作
成
し
、
災

害
時
に
重
要
に
な
る
施
設
を
管
轄
す

る
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
配
布
し

た
。
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
の
激
甚
災
害
の
発
生
に
備

え
て
石
油
供
給
体
制
を
整
備
す
る
の

が
目
的
だ
。

　

災
害
が
発
生
し
た
ら
病
院
や
官
公

庁
舎
、
防
災
関
連
施
設
な
ど
の
重
要

施
設
は
ま
ず
、
非
常
用
発
電
機
を
稼

働
さ
せ
る
た
め
取
引
業
者
に
連
絡
し

燃
料
調
達
を
行
う
。
そ
の
調
達
が
困

難
な
場
合
は
都
道
府
県
に
燃
料
供
給

を
要
請
し
、
都
道
府
県
は
要
請
を
取

り
ま
と
め
て
都
道
府
県
石
油
商
業
組

合
と
の
災
害
協
定
を
活
用
し
て
地
域

内
で
の
燃
料
調
達
を
行
う
。

　

災
害
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
、
石

油
の
供
給
不
足
が
発
生
す
る
よ
う
な

場
合
は
、
石
油
備
蓄
法
に
基
づ
く
経

済
産
業
大
臣
の
勧
告
に
よ
っ
て
「
災

害
時
石
油
供
給
連
携
計
画
」
を
実
施

す
る
。
石
油
業
界
が
共
同
で
燃
料
供

給
を
行
う
も
の
で
、
今
回
の
熊
本
地

震
で
こ
の
体
制
が
初
め
て
実
施
さ
れ

た
。

　

災
害
時
の
燃
料
供
給
は
原
則
こ
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
が
、
災
害
の
規
模

や
被
災
状
況
次
第
で
は
、
道
路
網
の

復
旧
が
遅
れ
た
り
、
輸
送
手
段
の
確

保
が
困
難
だ
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

る
。
そ
れ
に
備
え
て
各
重
要
施
設
は

燃
料
を
備
蓄
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

中
に
は
未
だ
非
常
用
発
電
機
を
設
置

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う

が
、
被
災
者
の
命
を
守
る
災
害
時
の

役
割
の
重
さ
を
考
え
れ
ば
、
発
電
機

の
配
備
と
燃
料
備
蓄
は
必
須
事
項
だ

と
い
え
る
。

　

そ
の
際
、
備
蓄
燃
料
の
長
期
保
存

に
お
け
る
注
意
喚
起
も
別
掲
の
通
り

必
要
不
可
欠
だ
。
燃
料
の
劣
化
対
策

の
た
め
に
も
定
期
的
に
非
常
用
発
電

機
を
使
用
し
、
燃
料
の
入
れ
替
え
を

行
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
自
治
体
に
対
し
災
害
時
対
策

の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
石
油
連
盟

は
、
備
蓄
燃
料
の
劣
化
に
つ
い
て
も

注
意
を
呼
び
か
け
始
め
た
。
災
害
対

応
の
拠
点
で
あ
り
、
需
要
家
と
接
す

る
販
売
業
界
も
、
こ
の
呼
び
か
け
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

論 説

ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

神
奈
川
県
の
19
歳
の
女
子

大
生
南
谷
真
鈴
さ
ん
が
北

米
ア
ラ
ス
カ
の
デ
ナ
リ
山

（
旧
名
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
）

登
頂
に
成
功
。
今
年
５
月

の
エ
ベ
レ
ス
ト
（
８
８
４

８
㍍
）
を
含
め
、
７
大
陸

最
高
峰
登
頂
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
▼
中
学
時
代
の

登
山
が
き
っ
か
け
で
挑

戦
。
南
米
・
ア
コ
ン
カ
グ

ア
、
ア
フ
リ
カ
・
キ
リ
マ

ン
ジ
ャ
ロ
、
南
極
・
ビ
ン

ソ
ン
マ
シ
フ
な
ど
７
大
陸

最
高
峰
を
２
年
足
ら
ず
で

制
覇
し
た
。
「
夢
に
向
か

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
だ

け
」
と
語
る
旺
盛
な
挑
戦

心
に
登
山
家
田
部
井
淳
子

さ
ん
が
重
な
っ
た
▼
１
９

７
５
年
、
女
性
と
し
て
世

界
で
初
め
て
エ
ベ
レ
ス
ト

頂
上
に
立
っ
た
田
部
井
さ

ん
は
当
時
35
歳
。出
発
前
、

作
家
新
田
次
郎
さ
ん
（
故

人
）
と
の
座
談
会
取
材
で

お
会
い
し
た
時
、
や
さ
し

く
小
柄
な
女
性
の
ど
こ
に

世
界
最
高
峰
を
制
す
る
パ

ワ
ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

の
か
不
思
議
だ
っ
た
。
以

後
、
田
部
井
さ
ん
は
海
外

だ
け
で
約
２
０
０
山
を
登

り
、
76
歳
の
今
も
元
気
に

登
山
を
続
け
て
い
る
▼
挑

戦
は
山
だ
け
で
は
な
い
。

患
っ
た
が
ん
も
克
服
し
、

そ
の
闘
病
ぶ
り
と
原
発
被

害
の
故
郷
・
福
島
の
復
興

に
か
け
る
思
い
は
著
書

「
そ
れ
で
も
わ
た
し
は
山

に
登
る
」（
文
芸
春
秋
刊
）

に
あ
る
。
今
年
初
の
「
山

の
日
」（
８
月
11
日
）
が
近

づ
い
た
。
リ
オ
五
輪
も
も

う
じ
き
だ
。忙
中
閑
あ
り
。

Ｓ
Ｓ
業
務
の
合
間
に
山
や

海
の
大
自
然
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
は
い
か
が
。

▼
ロ
シ
ア
の

ド
ー
ピ
ン
グ

問
題
が
平
和

の
祭
典
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に

暗
い
影
を
落

と
す
中
、
明

る
い
ニ
ュ
ー

き
ょ
う
の
紙
面

２面　関東５都県・Ｊ本田Ｇ平均比較
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報

３面　東北版・東北ＳＳ数3634ヵ所／
大阪版・正念場の大阪市場

４面　九州版・沖縄・濱元理事長に聞
く／入札概況
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日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
が
発
表

し
た
「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
白
書
２
０
１
６
」
（
１

〜
２
月
末
調
査
、
回
答
数

約
３
千
人
）
に
よ
る
と
、

15
年
度
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
売
上
げ
は
前
年
比
11

％
増
の
３
５
７
億
円
で
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
ま

た
、
ユ
ー
ザ
ー
層
は
50
代

（
31
％
）
・
60
代
（
39
％
）

で
合
計
７
割
を
占
め
、
70

代
を
含
め
て
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
人
口
の
年
齢
構
成

比
が
Ｒ
Ｖ
先
進
国
の
欧
州

並
み
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
も
わ
か
っ
た
。

　

15
年
度
に
お
け
る
国
産

新
車
の
総
出
荷
台
数
は
12

％
増
の
４
９
６
８
台
で
、

う
ち
軽
自
動
車
が
56
％
増

の
１
０
７
７
台
と
な
り
、

全
体
の
２
割
超
に
達
し

た
。
こ
の
結
果
、
輸
入
車

も
含
め
た
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
総
保
有
台
数
（
推

計
）
は
、
10
年
前
に
比
べ

１
・
９
倍
の
約
９
万
５
千

台
に
達
し
た
模
様
だ
。

　

購
入
価
格
帯
は
５
０
０

万
円
台
（
17
％
）
を
中
心

に
５
０
０
万
円
以
下
が
６

割
弱
を
占
め
た
が
、
８
０

０
万
円
台
以
上
も
２
割
弱

と
二
極
化
が
進
ん
だ
。

　

一
方
、
ユ
ー
ザ
ー
調
査

に
よ
る
と
、
旅
行
時
の
主

な
同
伴
者
は「
夫
婦
２
人
」

（
63
％
）が
過
半
を
占
め
て

「
子
ど
も
を
含
め
た
家
族
」

（
28
％
）を
引
き
離
し
、
ユ

ー
ザ
ー
層
の
中
心
が
「
子

育
て
の
終
わ
っ
た
夫
婦
」

へ
と
移
行
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。
年
齢
層

に
つ
い
て
は
11
年
以
降
、

30
〜
40
代
が
減
少
し
て
い

る
の
に
対
し
50
〜
60
代
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
の
運

営
す
る
８
Ｓ
Ｓ
（
群
馬
・

新
田
店
、
千
代
田
店
、
栃

木
・
宇
都
宮
店
、
埼
玉
・

幸
手
店
、
千
葉
・
富
里
店
、

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
、

千
葉
店
、東
京
・
瑞
穂
店
）

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
平
均
価
格

と
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

発
表
の
Ｓ
Ｓ
小
売
価
格
調

査
を
も
と
に
算
出
し
た
５

都
県
平
均
価
格
を
比
較
し

た
（
グ
ラ
フ
）
。

　

そ
の
結
果
、
下
落
を
続

け
て
い
た
販
売
価
格
は
３

月
に
入
る
と
反
転
の
兆
し

を
み
せ
、
４
月
以
降
は
上

昇
し
続
け
て
い
る
。
月
別

の
平
均
格
差
は
縮
小
傾
向

で
、
４
月
に
入
る
と
10
円

を
割
り
、
以
降
も
同
様
の

傾
向
で
６
月
に
は
８
・
３

円
ま
で
縮
ま
っ
た
。

　

原
油
価
格
は
英
国
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
問
題
で
一
時
急
落

し
た
が
す
ぐ
に
反
発
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
上
昇
傾

向
が
続
け
ば
小
売
価
格
も

反
応
し
、
格
差
縮
小
が
続

く
可
能
性
も
あ
る
。

　

一
方
で
こ
う
し
た
現
状

に
対
し
、
千
葉
県
内
の
地

場
業
者
か
ら
は
「
縮
ま
っ

た
と
は
い
え
、
８
円
も
の

差
が
あ
れ
ば
勝
負
に
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
系
列

と
業
転
の
仕
入
格
差
が
あ

る
か
ら
で
は
な
い
か
。
も

っ
と
縮
ま
っ
て
ほ
し
い
」

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仕

切
り
体
系
の
見
直
し
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。

　

【
仙
台
】
「
宮
城
県
石

油
セ
ミ
ナ
ー
・
石
油
機
器

展
示
会
」
（
石
油
連
盟
な

ど
主
催
）
が
」
21
日
、
仙

台
市
で
開
催
さ
れ
、
石
油

販
売
業
者
、
建
築
・
設
備

機
器
関
連
事
業
者
ら
約
80

人
が
出
席
し
た
。
基
調
講

演
は
高
橋
和
夫
放
送
大
学

教
授
が
「
イ
ス
ラ
ム
国
の

野
望
」
を
テ
ー
マ
に
「
イ

ス
ラ
ム
国
」
の
実
態
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
佐

藤
義
信
宮
城
石
商
理
事
長

　

宮
城
石
商（
佐
藤
義
信
理
事
長
）

と
仙
台
支
部（
澤
口
紘
八
支
部
長
）

は
20
日
、
仙
台
市
で
懇
話
会
と
し

て
サ
マ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー（
納
涼
会
）

を
開
催
し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
納
涼
会

に
は
組
合
役
員
、
組
合
員
は
じ
め

Ｓ
Ｓ
関
連
設
備
企
業
や
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
な
ど
60
人
が
出
席
し
、
夏

商
戦
本
番
を
控
え
て
交
流
を
深
め

た
。

　

佐
藤
理
事
長
は
「
時
間
の
許
す

限
り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
澤
口
支
部
長

の
乾
杯
の
音
頭
に
続
い
て
、
冷
え

た
ビ
ー
ル
と
料
理
、
お
楽
し
み
抽

選
会
で
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

 

（
仙
台
発
）

　

【
富
谷
町
＝
宮
城
】
コ

ス
ト
コ
富
谷
倉
庫
店
は
23

日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を

３
円
下
げ
て
、
レ
ギ
ュ
ラ

ー
１
０
４
円
、
ハ
イ
オ
ク

１
１
５
円
と
し
た
。
軽
油

は
83
円
、
灯
油
は
44
円
で

据
え
置
き
。

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
の
運

営
す
る
８
Ｓ
Ｓ
（
群
馬
・

新
田
店
、
千
代
田
店
、
栃

木
・
宇
都
宮
店
、
千
葉
・

富
里
店
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
（
Ｎ
Ｔ
）
店
、
千
葉

　

【
大
阪
】
夏
商
戦
が
本

格
化
し
、
需
要
増
の
手
応

え
を
感
じ
る
大
阪
府
内
の

Ｓ
Ｓ
か
ら
は
、
安
値
拡
販

姿
勢
を
続
け
る
Ｓ
Ｓ
へ
の

不
信
感
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

系
列
Ｓ
Ｓ
で
あ
り
な
が

ら
、
１
０
７
円
の
価
格
表

示
を
行
う
Ｓ
Ｓ
な
ど
に
対

し
、
不
当
廉
売
の
可
能
性

を
示
唆
す
る
業
者
も
い

る
。
先
週
か
ら
仕
切
り
の

値
上
が
り
傾
向
が
み
ら
れ

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

断
続
的
に
ガ
ソ
リ
ン
価
格

の
値
下
げ
を
行
う
量
販
Ｓ

Ｓ
へ
の
疑
念
は
高
ま
っ
て

レ
ギ
ュ
ラ
ー

３
円
下
げ
104
円

コ
ス
ト
コ
富
谷
店

店
、
埼
玉
・
幸
手
店
、
東

京
・
瑞
穂
店
）
は
24
日
、

５
Ｓ
Ｓ
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
を
２
円
値
下
げ

し
、
新
田
、
千
代
田
、
宇

都
宮
、
幸
手
、
瑞
穂
は
１

１
０
円
と
し
た
。
千
葉
３

Ｓ
Ｓ
は
１
０
９
円
で
据
え

置
い
た
。

　

灯
油
は
全
Ｓ
Ｓ
据
え
置

き
で
、
新
田
が
55
円
（
18

㍑
は
割
引
で
９
８
０
円
）、

千
代
田
、
千
葉
Ｎ
Ｔ
が
53

円
（
18
㍑
９
４
０
円
）
、

他
５
Ｓ
Ｓ
が
52
円
。

　

軽
油
も
全
Ｓ
Ｓ
で
据
え

置
き
、
千
葉
３
Ｓ
Ｓ
が
82

円
、
他
５
Ｓ
Ｓ
が
84
円
。

い
る
。

　

「
こ
の
ま
ま
で
は
売
れ

ば
売
る
ほ
ど
赤
字
の
は

ず
。
系
列
Ｓ
Ｓ
な
ら
そ
こ

ま
で
の
安
値
は
あ
り
得
な

い
」
と
同
系
列
業
者
も
指

摘
す
る
ほ
ど
の
安
値
を
続

け
る
Ｓ
Ｓ
。
こ
う
し
た
Ｓ

Ｓ
に
対
し
て
、
周
辺
か
ら

は
「
不
当
廉
売
で
は
」
と

の
声
も
聞
か
れ
る
。

　

大
阪
市
内
の
大
手
業
者

は
「
こ
れ
ま
で
安
定
し
て

き
た
市
場
で
価
格
競
争
が

激
化
し
て
い
る
。
理
由
は

慢
性
的
な
減
販
傾
向
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま

の
時
代
、
マ
ー
ジ
ン
を
切

り
詰
め
て
も
経
営
が
成
り

立
つ
ほ
ど
売
れ
る
は
ず
も

な
い
」
と
し
、
安
値
拡
販

の
横
行
が
経
営
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
だ
け
と
の
見
方

が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

【
福
岡
】
夏
の
需
要
期

に
入
っ
た
が
、
福
岡
県
内

で
は
ガ
ソ
リ
ン
市
況
の
軟

化
傾
向
が
出
て
い
る
地
域

も
あ
り
、
夏
商
戦
全
体
に

「
力
強
さ
が
な
い
」
状
態

が
続
い
て
い
る
。
福
岡
・

北
九
州
市
内
で
も
一
部
地

域
で
低
価
格
競
争
が
激
し

く
な
っ
て
お
り
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

福
岡
市
内
の
中
心
部
で

は
７
月
に
入
っ
て
㍑
１
２

５
円
程
度
（
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
Ｓ
Ｓ
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

を
保
っ
て
い
た
が
、
次
第

に
軟
化
し
、
中
旬
に
は
１

２
３
円
、
下
旬
に
入
っ
て

１
２
１
円
前
後
ま
で
下
が

っ
た
。
福
岡
地
区
全
体
で

は
セ
ル
フ
も
含
め
て
１
１

８
円
〜
１
２
０
円
程
度
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
価
格
競
争
を

続
け
て
い
る
地
域
で
は
会

員
割
引
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
、さ
ら
に
独
自
に「
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
」
割
引
を
始
め

る
Ｓ
Ｓ
も
あ
り
、
１
１
０

円
前
半
も
珍
し
く
な
い
。

　

北
九
州
地
区
も
同
様
に

軟
化
傾
向
を
強
め
て
い

る
。
１
１
８
円
〜
１
２
１

円
程
度
が
大
半
だ
が
、
１

１
８
円
前
後
の
〝
安
値
看

板
〞
も
増
え
て
き
た
。
さ

ら
に
一
部
地
域
で
は
１
１

０
円
台
前
半
も
あ
る
。

　

県
内
の
販
売
業
者
か
ら

は
「
真
夏
の
書
き
入
れ
時

に
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は

厳
し
い
」
、
「
仕
切
価
格

の
動
向
が
は
っ
き
り
し
な

い
の
で
不
安
」
と
い
う
声

が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
『
熊
本
地
震
』
の

影
響
も
あ
っ
て
か
、
「
な

ん
と
な
く
車
の
移
動
が
低

調
な
印
象
」
、
「
販
売
量

は
前
年
割
れ
が
続
い
て
い

る
」
と
い
う
。
本
格
的
な

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
と
お
盆
の
帰
省
客
に
期

待
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｓ
が
多

い
。

　

透
明
な
指
標

づ
く
り
目
指
す東

商
取

　

東
京
商
品
取
引
所
の
濱

田
隆
道
社
長
は
、
先
ご
ろ

開
催
し
た
定
例
会
見
で
、

来
年
上
場
を
予
定
し
て
い

る
石
油
関
連
の
新
商
品

『
０
番
切
り
』
に
つ
い
て
、

「
公
平
で
透
明
な
価
格
形

成
の
場
と
な
る
よ
う
に
、

経
済
産
業
省
と
よ
く
相
談

し
な
が
ら
商
品
設
計
し
て

い
き
た
い
」
と
説
明
し

た
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
に
来
て

複
数
の
価
格
ア
セ
ス
メ
ン

ト
会
社
な
ど
が
国
内
の
石

油
市
場
に
参
入
し
て
き
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
そ

れ
ぞ
れ
の
競
争
に
よ
っ

て
、
透
明
で
公
正
な
価
格

が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
好
ま
し
く
、
期

待
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
写
真
）
は
「
我
々
は
３

・
11
で
灯
油
の
大
切
さ
を

体
験
し
た
。
今
回
の
熊
本

地
震
で
は
電
気
が
止
ま
っ

た
た
め
、
電
力
会
社
の
電

源
車
に
軽
油
が
使
わ
れ

た
」
と
災
害
時
に
お
け
る

石
油
の
重
要
性
を
改
め
て

強
調
。

　

ま
た
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

に
つ
い
て
は
「
災
害
時
の

避
難
所
で
一
番
問
題
な
の

は
電
気
が
止
ま
っ
た
時
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
備
え
て

お
け
ば
照
明
器
具
に
代
わ

る
明
る
さ
も
と
れ
る
。
最

近
は
災
害
が
相
次
い
で
発

生
し
て
お
り
、
石
油
の
大

切
さ
と
い
う
の
は
平
時
か

ら
必
要
」
と
述
べ
た
。

　

【
秋
田
】
「
秋
田
県
石

油
セ
ミ
ナ
ー
・
石
油
機
器

展
示
会
」（
石

油
連
盟
な
ど

主
催
）
が
先

ご
ろ
秋
田
市

で
開
催
さ

れ
、
秋
田
石

商
の
組
合
員

ら
石
油
販
売

業
者
を
は
じ

め
、
建
設
・

設
備
関
連
事

業
者
な
ど
約

40
人
が
出
席
し
た
。

　

石
連
か
ら
は
、
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
に
お

け
る
石
油
業
界
の
対
応
に

つ
い
て
の
ほ
か
、
今
年
度

の
灯
油
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
で
は

作
家
の
神
津
カ
ン
ナ
氏
が

「
石
油
の
あ
る
暮
ら
し
の

風
景
」
を
テ
ー
マ
に
灯
油

が
利
用
さ
れ
て
い
る
各
地

の
事
例
な
ど
を
紹
介
し

た
。
高
効
率
石
油
給
湯
器

「
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
」
な
ど

最
新
の
石
油
機
器
が
展
示

さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

石
油
機
器
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
説
明
会
が
行
わ
れ
、
個

別
に
説
明
を
受
け
る
参
加

者
の
姿
も
見
受
け
ら
れ

た
。

　

石
油
連
盟
は
先
ご
ろ
兵

庫
県
と
の
間
で
、
大
規
模

災
害
時
の
重
要
施
設
へ
の

円
滑
な
燃
料
供
給
を
目
的

に
、
同
県
内
に
あ
る
病
院

や
自
治
体
庁
舎
、
警
察
・

消
防
署
な
ど
、
重
要
施
設

に
関
す
る
情
報
共
有
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験

を
踏
ま
え
、
各
県
に
お
い

て
石
油
を
使
用
す
る
重
要

施
設
に
関
す
る
情
報
を
事

前
に
共
有
（
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
）し
て
お
く
こ
と
で
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、

政
府
か
ら
改
正
石
油
備
蓄

法
に
基
づ
く
被
災
地
へ
の

石
油
製
品
の
緊
急
供
給
要

請
を
受
け
た
際
に
、
重
複

配
送
、
油
種
間
違
い
、
給

油
口
の
不
一
致
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
迅
速

か
つ
円
滑
な
供
給
を
行
う

の
が
狙
い
。

　

47
都
道
府
県
と
締
結
す

べ
く
２
０
１
２
年
１
月

（
東
京
都
と
は
08
年
に
別

途
協
定
を
締
結
済
み
）
か

ら
提
案
・
覚
書
締
結
活
動

を
実
施
。
今
回
の
兵
庫
県

と
の
覚
書
締
結
で
37
都
府

県
と
な
る
。

　

兵
庫
県
の
大
久
保
博
章

防
災
監
は
、
「
21
年
前
に

阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験

し
、
防
災
・
減
災
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
今
回
の
覚

書
締
結
に
よ
っ
て
、
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
大
地

震
に
備
え
た
、
日
本
一
安

心
な
兵
庫
県
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
石
連
の
奥
田
真
弥

専
務
理
事
は
「
熊
本
地
震

に
よ
っ
て
、
大
地
震
は
ど

こ
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と

が
再
認
識
さ
れ
た
。
今
回

の
兵
庫
県
と
の
締
結
で
さ

ら
に
弾
み
を
つ
け
て
、
47

都
道
府
県
と
の
覚
書
締
結

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
し
た
。

　

15
年
度
決
算
９
年

ぶ
り
の
黒
字
回
復

石
油
健
保

　

石
油
製
品
販
売
健
康
保

険
組
合
（
酒
井
英
彦
理
事

長
）
は
21
日
開
い
た
組
合

会
（
写
真
）
で
、
２
０
１

５
年
度
事
業
報
告
、
お
よ

び
９
年
ぶ
り
に
黒
字
回
復

し
た
収
支
決
算
を
承
認
し

た
。
昨
年
度
決
算
は
、
予

算
編
成
時
に
３
・
０
億
円

の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
多
摩
石
油
会
館
の
売

却
益
な
ど
が
入
っ
た
こ
と

で
６
・
７
億
円
の
黒
字
を

計
上
。
た
だ
、
今
後
も
医

療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
「
一
層
の

経
費
節
減
に
努
め
て
い

く
」
（
酒
井
理
事
長
）
考

え
だ
。

　

ま
た
、
事
業
活
動
で
は

「
医
療
費
適
正
化
対
策
」

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
活
用
促
進
や
診
療
報
酬

明
細
書
の
点
検
強
化
等
）、

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
強
化
」
、
「
健
康

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」な
ど
、

効
率
的
な
経
費
の
活
用
や

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

３
月
末
の
組
合
実
勢

は
、
前
年
同
期
比
で
事
業

所
数
が
34
ヵ
所
減
の
８
６

９
事
業
所
、
被
保
険
者
数

が
５
８
０
６
人
減
の
１
万

９
７
３
４
人
、
被
扶
養
者

数
が
５
３
１
８
人
減
の
１

万
８
０
０
８
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

富
谷
町
は
仙
台
市
に
隣
接

す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

人
口
（
５
万
２
４
４
７
人
、

６
月
末
現
在
）
が
増
加
、
10

月
10
日
に
市
制
に
移
行
す

る
。
３
月
に
は
東
北
で
２
店

目
と
な
る
コ
ス
ト
コ
富
谷
倉

庫
店
の
Ｓ
Ｓ
が
開
所
。
こ
の

Ｓ
Ｓ
と
国
道
４
号
線
を
挟
ん

で
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
Ｓ
Ｓ
を

運
営
し
て
い
る
の
が
宮
城
石

商
黒
川
支
部
長
の
松
田
勝
幸

氏
（
富
谷
町
、
松
田
商
店
社

長
・
コ
ス
モ
系
）
。

　

コ
ス
ト
コ
Ｓ
Ｓ
開
所
か
ら

５
ヵ
月
経
つ
が
、
松
田
氏
は

「
地
元
以
外
の
お
客
が
多
い
」

と
見
て
い
る
。
「
Ｓ
Ｓ
は
昔

か
ら
車
の
オ
ア
シ
ス
と
い
う

感
じ
で
、
困
っ
た
人
が
い
れ

ば
助
け
て
あ
げ
る
場
所
だ
と

思
っ
て
い
る
。
５
年
前
の
大

震
災
の
時
も
い
ち
早
く
困
っ

て
い
る
人
に
給
油
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
手
回
し
で

営
業
し
た
」
と
い
う
。
「
数

量
は
伸
ば
し
た
い
が
、
地
元

の
お
客
さ
ん
が
主
体
な
の

で
、
営
業
時
間
を
長
く
し
た

り
、
値
段
を
下
げ
て
ま
で
伸

ば
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

な
い
。
適
正
な
利
潤
を
確
保

す
る
た
め
、
結
果
的
に
は
周

辺
Ｓ
Ｓ
よ
り
高
い
値
段
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
」
と
地
元

客
と
の
関
係
を
重
視
。

　

宮
城
石
商
・
協
の
副
理
事

長
で
も
あ
る
松
田
氏
は
町
消

防
団
副
団
長
を
務
め
る
な
ど

地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

宮城・黒川
支部支部長　松田 勝幸氏

オアシス

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で

東 南西 北ズ ー ム
ア ッ プ

関東５都県ＲＧ平均とＪ本田比較

価格差が縮小
３月以降変化鮮明

石油機器メーカーによる説明会も行
われた最新石油機器展示コーナー

14：30現在 前日比 限月 14：30現在 前日比

（前日出来高2,549枚） ガソリン （前日出来高5枚）

40,150 ▲570 ⑨限月 - -
39,700 ▲600 ⑩限月 39,010 ▲840
39,430 ▲620 ⑪限月 39,000 ▲500
38,920 ▲750 ⑫限月 38,500 ▲1,000
38,590 ▲780 ①限月 38,700 ▲700
38,420 - ②限月 - -

（前日出来高518枚） 灯　油 （前日出来高1枚）

37,750 ▲690 ⑨限月 - -
39,360 ▲610 ⑩限月 39,000 ▲1,000
40,190 ▲680 ⑪限月 - -
40,500 ▲760 ⑫限月 - -
40,360 ▲830 ①限月 - -
40,120 - ②限月 - -

（前日出来高0枚） 軽　油
- - ⑨限月
- - ⑩限月
- - ⑪限月
- - ⑫限月
- - ①限月
- - ②限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・７／26

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 42.12（▲0.23）
￥／ＫＬ 28,088 （▲551）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 43.13（▲1.06）
￥／ＫＬ 28,762（▲1,118）

原油指標

〝納涼会〟で60人懇親

宮
城
石
商
・
仙
台
支
部

　

２
０
１
６
年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
に
お
け
る
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
Ｓ
Ｓ
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
価
格
と
、
同
社
Ｓ
Ｓ
が
出
店
す
る
群
馬
、
栃
木
、
埼

玉
、
千
葉
、
東
京
５
都
県
の
平
均
価
格
を
比
較
す
る
と
、
販
売
価
格
が
上
昇

に
転
じ
て
か
ら
、
価
格
差
は
縮
小
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一

方
、地
場
業
者
か
ら
は「
公
平
な
競
争
環
境
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
す
る
声
が
根
強
い
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

15
年
度
売
上
げ
最
高

日
本
Ｒ
Ｖ
協
会

横
行
す
る
安
値
拡
販
懸
念

大
　

　
阪

夏
商
戦
に
不
安
材
料

「
３
・
11
」の
教
訓
忘
れ
ず
に

宮
　
　
城

東
北
で
相
次
ぎ
石
油
セ
ミ
ナ
ー

旧
盆
期
間
へ
期
待
つ
な
ぐ

福
岡
も
軟
化
拡
大
傾
向

兵
庫
県
と
覚
書

石
　
　
連

災
害
時
の

情
報
共
有
で

建
設
関
係
者
来
場
も

秋
　
　
田

Ｊ
本
田
５
店
で
Ｇ
２
円
下
げ

ビールを楽しみながら交流を深めた
サマーパーティー
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全
国
の
登
録
Ｓ
Ｓ
数
は

１
１
７
７
ヵ
所
減
の
３
万

２
３
３
３
ヵ
所
で
、
３
・

５
％
減
と
な
っ
た
。
再
開

見
込
み
の
な
い
Ｓ
Ｓ
を
職

権
削
除
し
た
減
少
数
（
４

１
８
ヵ
所
）
は
７
５
９
ヵ

所
で
、
前
年
度
を
下
回
っ

た
。
東
北
の
Ｓ
Ｓ
数
は
職

権
削
除
が
な
く
、
１
・
２

％
減
と
な
っ
た
。

　

東
北
の
Ｓ
Ｓ
数
は
ピ
ー

ク
時
の
１
９
９
４
年
度
の

６
３
１
５
ヵ
所
に
比
べ
て

減
少
率
は
42
・
５
％
と
な

っ
た
。
10
年
前（
06
年
度
）

の
５
０
５
７
ヵ
所
に
比
べ

て
も
28
・
１
％
と
３
割
近

い
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
13
年
度
ま
で
は
毎

年
１
０
０
ヵ
所
か
ら
２
０

０
ヵ
所
以
上
減
少
し
て
い

た
Ｓ
Ｓ
数
は
14
年
度
に
は

64
ヵ
所
と
な
り
、
２
年
連

続
で
２
桁
台
の
減
少
と
な

っ
た
。

　

県
別
の
Ｓ
Ｓ
数
は
福
島

が
前
年
度
比
16
ヵ
所
減
の

８
７
５
ヵ
所
、
青
森
が
15

ヵ
所
減
の
５
８
１
ヵ
所
と

２
桁
の
減
少
と
な
っ
た

が
、
岩
手
は
８
ヵ
所
減
の

５
３
７
ヵ
所
、
山
形
は
４

ヵ
所
減
の
４
８
１
ヵ
所
、

宮
城
は
２
ヵ
所
減
の
６
６

３
ヵ
所
、
秋
田
は
１
ヵ
所

減
の
４
９
７
ヵ
所
。

　

県
別
の
事
業
者
数
を
見

る
と
宮
城
で
は
減
少
ゼ
ロ

の
２
８
８
社
と
な
っ
た
が

福
島
は
13
社
減
の
４
６
５

社
、
青
森
は
７
社
減
の
２

８
６
社
、
岩
手
は
５
社
減

の
２
９
４
社
、
秋
田
は
１

社
減
の
２
３
９
社
、
山
形

も
１
社
減
の
２
４
９
社
。

 

Ｓ
Ｓ
は
低
燃
費
車
の
普

及
や
少
子
化
、
若
者
の
車

離
れ
な
ど
に
よ
る
需
要
の

減
少
と
、
過
当
競

争
の
激
化
に
よ
り

厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
減

少
は
市
町
村
で
の

Ｓ
Ｓ
が
３
ヵ
所
以

下
の
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

の
増
加
と
な
り
、

東
北
で
は
15
年
度

末
で
は
33
町
村
に

達
し
、
今
後
さ
ら

に
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
化

が
進
む
と
、
石
油
製
品
の

安
定
供
給
網
の
先
行
き
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
手
石
商
・
協
（
宮
澤

啓
祐
理
事
長
）
は
先
ご
ろ

役
員
支
部
長
会
議
を
開
き

組
合
加
入
、
支
部
活
動
費

の
交
付
、
常
任
理
事
の
選

任
、部
会
・
委
員
会
委
員
の

委
嘱
な
ど
を
了
承
し
た
。

青
年
部
活
動
に
つ
い
て
は

東
北
支
部
の
状
況
を
見
な

が
ら
青
年
部
組
織
の
立
ち

上
げ
を
含
め
て
今
後
検
討

し
て
い
く
方
針
だ
。

　

熊
本
地
震
に
対
す
る
義

援
金
に
つ
い
て
は
組
合
員

か
ら
１
２
６
万
２
千
円
が

寄
せ
ら
れ
、
熊
本
県
に
対

し
て
は
全
石
連
を
通
し

て
、
大
分
県
に
つ
い
て
は

直
接
贈
ら
れ
た
。

　

青
年
部
活
動
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
は
、
６
月

２
日
山
形
市
で
開
催
さ
れ

た
全
石
連
東
北
支
部
６
県

若
手
経
営
者
交
流
会
の
報

告
を
受
け
た
も
の
で
、
役

員
支
部
長
会
議
で
は
「
こ

れ
か
ら
石
油
業
界
を
背
負

っ
て
い
く
人
が
中
心
と
な

っ
て
話
し
合
い
を
し
て
い

く
こ
と
は
大
事
な
の
で
、

ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
」と
す
る
意
見
が
あ
り
、

今
後
東
北
支
部
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　

常
任
理
事
に
つ
い
て
は

小
山
田
繁
雄
氏
（
小
山
田

商
店
社
長
）
の
副
理
事
長

就
任
に
伴
い
、
川
崎
正
孝

氏
（
流
通
商
事
社
長
）
、

細
川
哲
郎
氏
（
細
川
商
会

社
長
）
の
新
任
を
了
承
し

た
。
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
表
彰
（
９
月
21
日
開

催
）
の
組
合
功
労
者
と
し

て
、
理
事
の
佐
藤
忠
久
氏

（
佐
清
分
店
社
長
）
と
高

橋
秀
世
氏
（
角
登
商
店
社

長
）
を
了
承
。
組
合
加
入

で
は
岩
手
金
ケ
崎
ガ
ス

（
金
ケ
崎
町
・
忠
エ
ネ
系
）

を
承
認
し
た
。

　

共
同
事
業
に
つ
い
て
は

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
（
９

〜
11
月
）
前
の
８
月
か
ら

事
前
予
約
を
開
始
す
る
。

　

石
油
製
品
の
需
要
拡
大

を
図
る
石
油
連
盟
と
連
携

し
た
自
治
体
訪
問
に
つ
い

て
は
一
関
市
と
二
戸
支
部

内
の
市
町
村
を
予
定
し
て

い
る
。

岩
手
県
油
政
連

会
費
徴
収
方
法

な
ど
協
議
課
題
に

　

岩
手
県
油
政
連
（
小
山

田
繁
雄
会
長
）は
先
ご
ろ
、

役
員
会
議
を
開
き
、
役
員

変
更
な
ど
に
つ
い
て
了
承

し
た
。

　

小
山
田
会
長
（
写
真
）

は
参
院
選
の
結
果
、
全
国

油
政
連
総
会
の
報
告
を
し

た
う
え
で
、
会
費
値
上
げ

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ

た
。
会
費
値
上
げ
に
つ
い

て
は
来
年
度
に
向
け
て

「
油
政
連
だ
よ
り
」
の
発

行
を
含
め
た
徴
収
方
法
な

ど
を
今
後
の
役
員
会
で
協

議
し
て
い
く
方
針
。

　

役
員
変
更
に
つ
い
て
は

一
関
支
部
長
の
変
更
に
伴

い
佐
々
木
史
朗
幹
事
（
ト

ラ
ス
ト
東
北
社
長
）
を
了

承
し
た
。 　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
先
ご
ろ
ま
と
め
た
２
０
１
５
年
度
末
（
16

年
３
月
末
）
の
登
録
Ｓ
Ｓ
と
事
業
者
数
に
よ
る
と
、
東
北
の
登
録
Ｓ

Ｓ
数
は
前
年
同
月
比
で
46
ヵ
所
減
の
３
６
３
４
ヵ
所
と
な
り
、
減
少

率
は
全
国
を
下
回
っ
た
が
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
事
業
者
数
は
32
社
減
の
１
８
２
１
社
と
な
っ
た
。

０
２
２
（
２
２
５
）
１
９
６
７

東
北
支
局
（

）

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町

12‒

９ 

宮
城
県
石
油
会
館

東

北

常任理事選任などを承認した
役員支部長会議

岩 手

青
年
部
設
立
検
討
事
項
へ

東
北
支
部
状
況
見
据
え
対
応

16
年
３
月
末

10年間で28％減少 撤退ペースは鈍化

東北ＳＳ数 3634ヵ所
浜林 石油情報センター 所長が講演
　岩手県石油セミナーが先ごろ盛岡
市で開催された。基調講演では浜林
郁郎石油情報センター所長が「最近
の石油情勢とエネルギー政策の動
向」をテーマに原油価格動向、国内
石油製品価格と石油需要の動向など
について説明した。
　浜林氏はイギリスのＥＵ離脱問題
に関連して「リーマンショックの時
は金融危機だったが今回は政治危
機。イギリスがＥＵとの関係をどの
ようにつないでいくかが早く決まる
ほど経済的な影響は少ないといわれ
ている。原油価格は今回も少し値下
がりしたが、そんなに大きな値下が
りではなくて回復の傾向も見えてい
る。為替も104円から105円に近づく
ところまできており、とりあえずは
少し持ち直した状況で、原油価格、
為替についての影響はそれほど深刻
ではないことが現段階では判断でき

る」と述べた。
　石油製品価格動向については「こ
の先原油価格が大きく値上がりする
可能性はあまりなく、ＥＵショック
による円高も一時で済んだので、こ
の先少し値下がりをしたあと、世界
経済がうまく回り始めれば少しずつ
戻ってくるだろうから、やや値上が
りの可能性はあるが、ガソリン価格
が130円を超えて140円にはいかな
い。灯油も70円を超えて80円に近づ
いていくところまではなかなかいか
ないと考えられる」との見通し示し
た。

最
近
の
石
油
情
勢
な
ど
に

つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ

た
岩
手
県
石
油
セ
ミ
ナ
ー

岩
手
県
石
油
セ
ミ
ナ
ー

青森県 岩手県 秋田県 山形県 宮城県 福島県

1400

1200

1000

800 795

581

764764

537537

659

497

683

946946

663

875

1210

481
600

400

200

0

2006 年度

2015 年度

2015 年度末東北地区登録 S S 数

０
６
（
６
３
６
２
）
２
９
１
７

近
畿
支
局
（

）

大
阪
市
北
区
南
森
町
１‒

４‒

19

サ
ウ
ス
ホ
レ
ス
ト
ビ
ル
５
階

大

阪

　

夏
商
戦
が
本
格
化
す
る
中
、
大
阪
府
内
の
石
油
製
品
市
場
が
正
念
場
を
迎
え

て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
１
１
０
円
を
下
回
る
価
格
か
ら
１
４
８
円
ま
で
確

認
さ
れ
、
価
格
差
が
最
大
限
に
開
く
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
安
値
拡
販
の
背
景

に
は
、
４
月
以
降
続
く
減
販
へ
の
焦
燥
感
と
、
仕
切
り
が
今
後
値
下
が
り
す
る

と
予
測
し
て
の
先
取
り
値
下
げ
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
採
算
販
売
に
徹
す
る

Ｓ
Ｓ
か
ら
は
、
「
需
要
期
に
赤
字
を
作
る
自
殺
行
為
」
と
の
怒
り
の
声
も
上
が

っ
て
い
る
。

　

７
月
に
入
り
大
阪
府
石

油
製
品
市
場
が
混
迷
の
度
合
い
を
増
し
て
い
る
。
週

末
ご
と
に
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
引
き
下
げ
る
Ｓ
Ｓ
が
増

え
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
平
均

価
格
が
１
２
３
円
だ
っ
た

も
の
が
、
１
１
５
円
か
ら

１
１
０
円
と
い
う
価
格
帯

が
中
心
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
態
を
地
場
業
者

は
「
そ
こ
ま
で
仕
切
り
は

値
下
が
り
し
て
い
な
い
。

あ
ま
り
に
も
実
態
を
無
視

し
た
乱
売
」
と
怒
り
を
通

り
越
し
呆
れ
て
い
る
。

　

大
阪
市
内
の
大
手
業
者

も
「
需
要
期
に
安
値
拡
販

が
広
が
る
要
因
は
た
だ
１

つ
。
一
人
勝
ち
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
い
ま
の
業
界
で
一

人
勝
ち
な
ど
で
き
る
は
ず

が
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

　

乱
売
合
戦
は
こ
れ
ま
で

安
定
し
た
市
場
と
し
て
知

ら
れ
て
き
た
地
域
に
集
中

す
る
傾
向
も
み
ら
れ
、
地

場
Ｓ
Ｓ
に
と
っ
て
は
突
然

の
価
格
競
争
に
「
こ
の
ま

ま
で
は
夏
商
戦
は
乗
り
切

れ
な
い
」
と
の
危
機
感
も

高
ま
っ
て
い
る
。

　

採
算
販
売
で
経
営
を
安

定
さ
せ
た
い
業
者
は
、
安

値
追
従
姿
勢
と
は
一
線
を

画
し
た
販
売
姿
勢
を
維
持

し
て
い
る
も
の
の
、
乱
売

地
域
は
広
が
り
を
見
せ
は

じ
め
、
１
１
０
円
か
ら
１

１
５
円
前
後
の
実
売
価
格

が
各
地
で
散
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
需
要
の
高
ま

り
と
と
も
に
量
と
質
の
バ

ラ
ン
ス
が
改
め
て
問
わ
れ

る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

　

大
阪
府
の
ガ
ソ
リ
ン
減

販
が
深
刻
な
状
況
に
陥
っ

て
い
る
。
近
畿
各
府
県
が

ガ
ソ
リ
ン
需
要
に
一
定
の

伸
び
が
み
ら
れ
る
中
、
大

阪
府
だ
け
が
激
し
い
減
販

が
続
き
、業
者
か
ら
は「
減

販
が
さ
ら
に
激
し
い
価
格

競
争
を
呼
び
込
ん
で
い

る
」
と
の
声
も
上
が
っ
て

い
る
。

　

今
年
５
月
、
大
型
連
休

商
戦
で
特
需
の
み
ら
れ
た

石
油
製
品
市
場
。
近
畿
各

地
で
前
年
実
績
を
上
回
る

需
要
が
記
録
さ
れ
る
中
、

大
阪
府
だ
け
は
前
年
実
績

を
６
％
も
下
回
る
事
態
と

な
っ
た
。
要
因
に
つ
い
て

業
者
は
「
よ
く
わ
か
ら
な

い
」
と
し
、
減
販
が
慢
性

化
し
て
い
る
と
指
摘
す
る

業
者
も
多
い
。
減
販
の
進

行
は
市
場
に
疑
心
暗
鬼
を

呼
び
、
７
月
か
ら
の
夏
場

商
戦
で
は
、
各
地
で
安
値

拡
販
姿
勢
を
強
め
る
Ｓ
Ｓ

も
散
見
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
市
内
の
大
手
業
者

は
「
売
れ
な
い
時
代
と
い

う
認
識
で
Ｓ
Ｓ
を
運
営
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

に
、
自
分
だ
け
は
売
れ
る

と
勘
違
い
す
る
Ｓ
Ｓ
が
多

い
。
結
果
的
に
ど
の
Ｓ
Ｓ

も
生
き
残
れ
な
い
状
況
が

近
づ
い
て
い
る
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
す
。

　

地
場
業
者
か
ら
も
「
大

阪
府
だ
け
が
減
販
が
加
速

し
て
い
る
と
い
う
の
は
実

感
し
て
い
る
。
他
府
県
の

同
業
者
が
売
れ
た
と
い
う

時
期
に
も
全
く
売
れ
な
か

っ
た
」
と
明
か
す
。

　

商
社
の
担
当
者
も
「
荷

動
き
が
悪
い
の
は
大
阪

府
。
隣
県
で
は
確
実
に
需

要
が
あ
る
」
と
い
う
。

　

減
販
傾
向
が
強
ま
る
理

由
に
つ
い
て
も
「
消
費
マ

イ
ン
ド
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
大
阪
府
と
い
う

大
都
市
独
特
の
理
由
で
車

離
れ
も
加
速
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
」
と
み
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
「
他

府
県
よ
り
需
要
の
減
退
が

続
く
」
と
予
測
す
る
業
者

も
あ
り
、
Ｓ
Ｓ
と
し
て
の

付
加
価
値
戦
略
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
と
指
摘
す
る

業
者
も
い
る
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

ま
と
め
た
今
年
３
月
末
時

点
の
全
国
Ｓ
Ｓ
数
（
登
録

ベ
ー
ス
）
に
よ
る
と
、
大

阪
府
の
Ｓ
Ｓ
在
籍
数
が
つ

い
に
１
０
０
０
ヵ
所
の
大

台
を
切
り
、
９
９
９
ヵ
所

と
な
っ
た
。
１
９
９
５
年

３
月
末
に
２
３
３
３
ヵ
所

を
有
し
た
府
内
Ｓ
Ｓ
数
は

約
20
年
間
で
57
％
減
少

し
、
全
国
屈
指
の
Ｓ
Ｓ
減

少
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

全
国
で
２
番
目
に
小
さ

い
面
積
に
２
３
３
３
ヵ
所

の
Ｓ
Ｓ
が
在
籍
し
た
大
阪

府
。
だ
が
、
20
年
間
で
過

半
数
を
大
幅
に
超
え
る
Ｓ

Ｓ
減
少
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
今
年
３
月
末
で
つ
い

に
４
桁
の
大
台
を
割
り
込

み
、
３
桁
台
に
突
入
し
た

こ
と
は
、
規
制
緩
和
以
降

の
石
油
業
界
を
象
徴
す
る

現
象
と
も
言
え
る
。

　

20
年
間
で
１
３
３
４
ヵ

所
の
Ｓ
Ｓ
が
姿
を
消
し
こ

と
に
つ
い
て
は
、
石
油
販

売
業
者
か
ら
は
「
か
つ
て

の
過
当
競
争
か
ら
完
全
に

安
定
供
給
の
危
機
に
転
換

し
た
」
と
指
摘
さ
れ
、
大

阪
市
中
心
地
で
も
Ｓ
Ｓ
数

が
極
端
に
減
っ
て
い
る
地

域
も
現
れ
て
い
る
。

　

過
去
20
年
で
Ｓ
Ｓ
が
極

端
に
減
っ
た
時
期
は
、
１

９
９
６
年
度
に
年
間
１
４

９
ヵ
所
減
を
記
録
し
た
の

を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
50
ヶ
所

か
ら
70
ヵ
所
近
い
Ｓ
Ｓ
が

毎
年
減
り
続
け
た
時
期
が

続
い
た
。

　

昨
年
度
は
年
間
35
ヵ
所

と
減
少
数
が
鈍
化
す
る
傾

向
も
み
ら
れ
る
が
、
過
半

数
を
超
え
る
減
少
率
に
業

者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
の

（
Ｓ
Ｓ
の
）
減
り
方
は
異

常
」と
の
声
も
出
て
い
る
。

　

梅
雨
明
け
と
と
も
に
大

阪
府
内
の
Ｓ
Ｓ
で
は
油
外

商
品
販
売
の
好
調
さ
が
目

立
ち
始
め
た
。
タ
イ
ヤ
販

売
な
ど
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
「
Ｓ
Ｓ
の
油
外

収
益
比
率
が
高
ま
っ
て
い

る
」
と
明
か
す
業
者
も
い

る
。

　

猛
暑
と
降
雨
が
続
い
た

大
阪
府
内
。
洗
車
需
要
な

ど
が
伸
び
た
こ
と
に
加

え
、
今
夏
は
タ
イ
ヤ
や
物

販
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
の

好
調
さ
を
口
に
す
る
Ｓ
Ｓ

が
増
え
て
い
る
。

　

南
部
の
地
場
Ｓ
Ｓ
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
「
鈑
金
を
は

じ
め
油
外
全
般
に
前
年
実

績
を
上
回
っ
て
き
た
。
今

夏
は
油
外
に
期
待
し
た

い
」
と
話
す
。
好
調
さ
の

要
因
に
つ
い
て
「
顧
客
数

は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

整
備
全
般
に
関
心
を
示
す

顧
客
が
多
い
。
暑
さ
を
気

に
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
う
。

　

夏
場
需
要
期
を
油
外
で

乗
り
切
り
た
い
と
い
う
Ｓ

Ｓ
も
増
え
て
い
る
。

148円のガソリン価格で
販売するＳＳ

正念場の大阪市場
問
わ
れ
る
量
と
質
の
バ
ラ
ン
ス

仕
切
り
無
視
の
乱
売

Ｓ
Ｓ
数
、1000
ヵ
所
割
れ

20
年
間
で
５
割
超
の
減
少

夏
場
は
油
外
に
商
機

猛
暑
や
タ
イ
ヤ
販
売
追
い
風

〝
大
阪
の
み
〞の
傾
向
色
濃
く

ガ
ソ
リ
ン
減
販
が
加
速
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福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１‒

15

ふ
く
お
か
石
油
会
館
５
階

九

州経営環境の厳しさを指摘する
濱元理事長

　

南
西
石
油
の
撤
退
に
つ

い
て
は
「
最
大
の
課
題
は

組
合
員
全
体
の
供
給
に
不

安
が
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

た
だ
、
南
西
石
油
の
撤
退

や
そ
の
後
、
ど
こ
が
買
収

す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は

あ
く
ま
で
も
民
間
レ
ベ
ル

の
問
題
な
の
で
、
行
政
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
今
後
と
も
全
よ
り
需
要
が
減
少
す
る
中

で
、
Ｓ
Ｓ
が
次
世
代
に
も

直
接
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
組
合
と
し
て
、
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
」

と
言
明
し
た
。

　

元
売
の
経
営
統
合
が
進

む
こ
と
に
対
し
て
は
「
巨

大
な
元
売
が
誕
生
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ェ

ア
が
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ

う
。
市
場
が
正
常
化
、
健

全
化
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。低
燃
費
車
の
普
及
や
、

景
気
回
復
の
遅
れ
な
ど
に

生
き
残
る
た
め
に
も
、
過

当
競
争
か
ら
は
脱
皮
し
、

健
全
な
経
営
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
た
。

　

沖
縄
県
で
は
、
若
い
組

合
員
で
組
織
す
る
「
青
年

部
」
が
募
金
活
動
な
ど
で

活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

「
オ
ー
ナ
ー
会
」
も
公
正

な
市
場
実
現
の
た
め
に
勉

強
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。
「
青
年
部
も
オ
ー
ナ

ー
会
も
熱
心
に
活
動
し
、

組
合
に
と
っ
て
も
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
る
。
１
本

よ
り
も
、
３
本
の
矢
が
強

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
結
束
す
る
こ
と
で
大

き
な
力
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
協
力
を
強
め

る
こ
と
で
よ
り
強
い
力
が

発
揮
で
き
る
」
と
話
し
、

「
健
全
な
Ｓ
Ｓ
経
営
は
、

内
容
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
適
正
な
マ
ー
ジ
ン
を

確
保
し
、
採
算
の
取
れ
る

経
営
力
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
組
合
が
そ

れ
を
支
え
る
力
に
な
る
よ

う
に
努
力
す
る
」
と
強
調

し
た
。

　

ま
た
、
３
選
に
際
し
て

は「
親
和
と
協
力
」と
い
う

２
つ
の
言
葉
を
掲
げ
た
。

「
親
し
み
が
あ
れ
ば
心
と

心
の
結
び
つ
き
が
で
き
、

そ
こ
に
惜
し
み
な
い
協
力

が
生
ま
れ
、
大
き
な
活
力

を
生
み
出
す
と
い
う
思
い

で
す
」
と
力
を
込
め
た
。

　

『
熊
本
地
震
』
の
発
生

直
後
か
ら
国
土
交
通
省
は

総
力
で
、
被
災
地
へ
の
支

援
活
動
を
展
開
し
た
。
創

設
以
来
初
め
て
全
国
の

「
テ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ス
」

（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

＝
Ｔ
・
Ｆ
）
が
集
結
し
、

河
川
、
砂
防
、
道
路
な
ど

様
々
な
分
野
で
活
躍
、
熊

本
石
商
・
協
（
三
角
清
一

理
事
長
）
は
燃
料
供
給
で

全
面
支
援
し
た
。

　

「
Ｔ
・
Ｆ
」
は
大
規
模

な
自
然
災
害
に
対
応
す
る

た
め
に
２
０
０
８
年
に
組

織
さ
れ
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
に
配
置
さ

れ
、
常
に
〝
臨
戦
態
勢
〞

を
と
っ
て
い
る
。
『
熊
本

地
震
』
で
は
、
創
設
以
来

初
め
て
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
全
国
か
ら
計
４
４
０

人
が
集
結
し
た
。

　

熊
本
県
全
域
で
道
路
や

河
川
の
被
災
状
況
を
調

査
、
技
術
支
援
。
地
滑
り

や
急
傾
斜
な
ど
の
危
険
個

所
を
点
検
し
、
宇
土
総
合

庁
舎
な
ど
被
災
し
た
建
物

を
点
検
、
危
険
度
を
判
定

し
た
。
ま
た
最
新
の
ド
ロ

ー
ン
も
駆
使
し
て
高
所
か

ら
も
調
査
し
た
。
熊
本
県

が
管
理
す
る
益
城
町
の
国

道
４
４
３
号
で
も
「
Ｔ
・

Ｆ
」
の
専
門
家
チ
ー
ム
が

調
査
。
技
術

指
導
や
工
事

監
督
な
ど
で

支
援
し
、
被

災
か
ら
一
週

間
で
復
旧

し
、
物
資
輸

送
の
〝
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
〞

を
確
保
し

た
。

　

一
方
、
全

石
連
九
州
支

部
（
喜
多
村

利
秀
支
部

長
）
と
九
州
７
県
の
石
商

は
２
０
１
６
年
に
国
土
交

通
省
九
州
地
方
整
備
局
と

の
間
で
、
大
災
害
が
起
こ

っ
た
時
、
緊
急
車
両
な
ど

に
燃
料
を
優
先
的
に
供
給

す
る
協
定
を
締
結
。

　

各
県
石
商
は
同
整
備
局

の
要
請
を
受
け
て
、
緊
急

活
動
に
対
応
で
き
る
組
合

員
（
Ｓ
Ｓ
）
の
情
報
を
提

供
す
る
体
制
を
整
え
て
い

た
。
熊
本
石
商
は
同
整
備

局
の
要
請
に
応
え
て
、「
Ｔ

・
Ｆ
」
の
作
業
車
に
燃
料

を
優
先
的
に
供
給
し
、
住

民
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
支
え
続
け
た
。

５
０
０
０
㌔
㍑
だ
っ
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
は
福
岡
県
が

３
％
増
の
16
万
４
０
０
０

㌔
㍑
、
熊
本
県
も
４
％
増

の
５
万
１
０
０
０
㌔
㍑
、

佐
賀
県
も
４
％
増
の
２
万

７
０
０
０
㌔
㍑
、
大
分
県

も
１
％
増
の
４
万
０
０
０

㌔
㍑
、
鹿
児
島
県
も
３
％

増
の
６
万
９
０
０
０
㌔

㍑
、
長
崎
、
宮
崎
県
は
微

減
と
な
っ
た
。

　

軽
油
は
７
県
で
は
微
増

で
、
計
26
万
１
０
０
０
㌔

㍑
。
長
崎
県
が
51
％
の
大

幅
増
で
３
万
㌔
㍑
、
熊
本

県
４
％
増
の
３
万
㌔
㍑
。

　

沖
縄
県
の
ガ
ソ
リ
ン
は

20
％
の
大
幅
増
で
５
万
７

０
０
０
㌔
㍑
、
軽
油
も
17

％
増
え
て
２
万
㌔
㍑
だ
っ

た
。

　

石
油
連
盟
が
集
計
し
た

５
月
の
石
油
製
品
販
売
実

績
に
よ
る
と
九
州
７
県
の

ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
は
前
年

同
月
比
２
％
増
の
43
万
７

０
０
０
㌔
㍑
。
燃
料
油
合

計
で
も
微
増
の
１
０
１
万

　

九
州
昭
和
シ
ェ
ル
会
の

夏
季
研
修
会
が
こ
の
ほ

ど
、福
岡
市
で
開
催
さ
れ
、

九
州
各
地
の
系
列
店
経
営

者
ら
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
で
は
昭
和
シ
ェ

ル
石
油
の
森
下
健
一
常
務

執
行
役
員
が
講
演
。
第
二

部
分
で
は
外
交
政
策
研
究

所
の
宮
家
邦
彦
代
表
が

「
最
新
の
国
際
情
勢
と
日

本
経
済
に
与
え
る
影
響
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　

宮
家
代
表
は
ト
ラ
ン
プ

氏
の
大
統
領
候
補
選
出
、

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
脱
退
、

各
国
で
続
発
す
る
テ
ロ
な

ど
の
原
因
と
し
て
「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
中
産

階
級
が
没
落
し
て
経
済
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
た

め
」
と
指
摘
。
一
方
、
ア

メ
リ
カ
で
も
「
地
殻
変
動

が
起
こ
り
、
政
策
が
内
向

き
に
な
っ
て
い
る
」と
し
、

そ
の
た
め
に
中
国
の
海
洋

戦
略
が
顕
在
化
し
、
力
に

よ
る
現
状
変
更
が
起
こ
る

可
能
性
が
強
ま
っ
て
い

る
、
と
し
た
。
資
源
を
持

た
な
い
日
本
は
「
ア
メ
リ

カ
、英
国
と
連
携
を
強
め
、

シ
ー
レ
ー
ン
（
海
上
交
通

路
）
を
確
保
し
自
由
貿
易

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
強
調
し
た
。

宮
家
代
表
が
熱
弁
を
振
る

う
夏
季
研
修
会

原
油
の
安
定
輸
入
の
た
め

に
も
シ
ー
レ
ー
ン
の
確
保

が
必
要
と
話
す
宮
家
代
表

被
災
地
に
出
動
し
た
車
両
に
給
油
す
る
小
型

ロ
ー
リ
ー
（
九
州
地
整
局
提
供
）

　

沖
縄
石
商
・
協
の
理
事
長
に
濱
元
清
氏
が
３
選
さ
れ
た
。
沖
縄
で
は
唯
一
の
製
油
所
だ
っ
た
南
西
石
油

が
撤
退
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｓ
業
界
に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
一
方
で
、

元
売
の
経
営
統
合
が
控
え
て
お
り
、
濱
元
理
事
長
は
「
大
き
な
変
化
の
中
で
組
合
の
組
織
力
を
発
揮
し
、

公
正
な
市
場
の
確
立
に
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

沖
縄
石
商
・
協
　

濱
元
　

清
理
事
長
に
聞
く

「
親
和
と
協
力
」で
活
力
生
み
出
す

テ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ス
を
全
面
支
援

最
新
の
国
際
情
勢
学
ぶ

昭
シ
ェ
ル
会
夏
季
研
修
会
開
催

ガ
ソ
リ
ン
前
年

同
月
比
２
％
増

５
月
販
売
実
績

　

表
１
は
官
報
で
４
月
か

ら
６
月
ま
で
に
発
表
さ
れ

た
石
油
製
品
で
、
灯
油
、

軽
油
、
重
油
と
い
っ
た
中

間
３
品
の
落
札
結
果
を
集

計
し
て
い
る
。
紙
面
上
は

一
部
の
み
の
掲
載
だ
が
、

ｗ
ｅ
ｂ
版
で
は
ほ
ぼ
す
べ

て
を
網
羅
し
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
も
参
照
に
さ

れ
た
い
。
な
お
、
落
札
価

格
に
は
い
ず
れ
も
消
費
税

は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
軽

油
に
対
し
て
は
軽
油
引
取

税
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

表
２
は
落
札
結
果
を
元

に
、
月
別
に
加
重
平
均
し

た
値
を
算
出
し
た
。
集
計

の
結
果
、
落
札
価
格
は
概

ね
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い

る
が
、
昨
年
だ
と
灯
油
と

重
油
は
概
ね
60
円
台
、
軽

油
の
場
合
だ
と
概
ね
60
〜

70
円
台
だ
っ
た
た
め
、
今

　

官
報
で
４
〜
６
月
に
掲
載
さ
れ
た
落
札
結
果
を
集
計
す
る
と
、
原
油
価
格
が

昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
近
づ
い
て
い
る
た
め
、
落
札
価
格
は
昨
年
並
み
と
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
原
油
動
向
に
合
わ
せ
、
落

札
価
格
は
概
ね
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
よ
り
も
割
安
と
言
え
る
。

今
後
も
欧
州
情
勢
な
ど
不
透
明
な
要
因
が
数
多
く
あ
る
た
め
、
状
況
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

年
は
比
較
的
割
安
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
２
０
１

４
年
だ
と
軽
油
は
１
０
０

円
を
超
え
て
い
る
状
態
が

長
く
続
い
て
い
た
の
で
、

当
時
と
比
較
し
て
隔
世
の

感
が
強
い
。

　

一
方
で
原
油
の
価
格
動

向
を
比
較
し
て
み
る
と
今

年
の
１
月
は
１
バレル  
＝
20
㌦

台
だ
っ
た
の
が
上
昇
を
続

け
、
現
在
は
50
㌦
台
に
ま

で
上
昇
し
た
。
昨
年
の
７

月
だ
と
50
㌦
台
後
半
で
あ

り
、
落
札
価
格
は
ほ
ぼ
昨

年
並
み
の
水
準
に
達
し
つ

つ
あ
る
が
、
昨
年
は
６
月

を
ピ
ー
ク
に
下
落
の
一
途

を
た
ど
っ
た
た
め
、
今
後

の
原
油
動
向
次
第
で
は
、

落
札
価
格
が
昨
年
よ
り
も

上
回
る
可
能
性
が
強
ま
っ

て
い
る
。
欧
州
や
中
東
な

ど
不
安
定
な
要
素
が
数
多

く
存
在
し
て
い
る
た
め
、

今
後
も
引
き
続
き
原
油
価

格
動
向
に
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

Z
E
N
S
E
K
I

入
札
概
況

原
油
動
向
次
第
で
今
後
上
昇
も

落
札
価
格
　

前
年
比
割
安
傾
向
に
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